
No.546 Japan Dairy Council 11

INFORMATION　　　　　 　

３．地域差がみられる酪農の景況予想
すでに述べたように、25 年の酪農景況は北海道、都府

県ともに前年に比べて改善することが予想されているも
のの、両地域の見通しＤＩには 5.6 ポイントの差がみら
れる。これは、前年の景況感の地域差（北海道景況ＤＩ
はマイナス 2.2、都府県景況ＤＩは 0.0）が増幅された結

果となっている。換言すれば、いち早くマイナスの景況
感から脱却した都府県の方が、縮小したとはいえマイナ
スの景況感に止まった北海道に比べて、景況がいっそう
改善すると予想する調査対象者の割合が多かったことを
反映している。

さらに、この見通しＤＩと景況ＤＩの関係には、いく
つかの特徴がみられる。つまり、北海道、都府県ともに、
見通しＤＩと景況ＤＩとは併行するように上昇と下降を
繰り返しており、調査対象者は景況の変化をある程度ま
で正確に予想していることがうかがえる。しかし、見通
しＤＩと景況ＤＩのギャップを比べると、都府県の方が
北海道よりも大きく、かつ都府県では見通しＤＩが景況
ＤＩをほとんどの時期に上回っていることから、都府県
の調査対象者の方が景況の変化を楽観視しているように

みえる。
すでに述べたように、都府県の見通しＤＩは 24 年と

25 年の２度に亘ってプラスとなり、景況は改善傾向を持
続すると予想されている。しかし、本稿を執筆している
時点では 25 年度の乳価がどのような水準で決着するの
か不透明であるが、飼料価格の高騰等により酪農家の経
営リスクがいっそう増大することも予想されており、今
後とも、酪農をめぐる情勢の変化を注視する必要があろ
う。

-60.0 

-40.0 

-20.0 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
-60.0 

-40.0 

-20.0 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25  

書籍紹介
中央酪農会議50年の足跡

　本誌は、中央酪農会議 50 年の活
動の記録を取りまとめたものです。
　酪農関係者の業務に参考となる
本誌を、ぜひご一読下さい。
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